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やってみなはれ、利益三分主義とともに、サントリーグループのす
べての社員が共有する大切な価値観——「Growing for Good」
とは、人として、企業として、社会に貢献し、社会を良くする力を大
きくしていくことです。サントリーグループは、全社員が「自らの旗
を立て、挑戦し、やりぬくことができる強い個」（＝キャリアオーナ
ー）になることで、競争力のある強い組織・会社をつくっていくと考
え、様々な取り組みで個人の能力や成果を最大限に発揮していく
支援をしています。

２代目社長 佐治敬三は、どんな
人財も長い時間をかけて大切に
育てれば素晴らしい力を発揮す
るという強い想いを、ウイスキー
の原酒にたとえたこの言葉で表
わし、人が経営基盤であると考
え、人財育成を促す人本（人的
資本）主義の理念を説きました。

サントリー大学が提供する「MySU: My 
Suntory University」は、全社員がeラー
ニングや講義動画などのコンテンツに取り
組める学習プラットフォームです。2023年
に全面的にリニューアルし、AIによるパーソ
ナライズされた学習体験と、利用者同士が
双方向で交流可能な機能を搭載しました。
今後もグローバル共通で、どこにいても誰で
も、自分にとって最適な学びを享受できる
環境の整備を進めていきます。

2024年9月、国境や組織を越えて社員が繋がり、互いに教え合
い、学び合うことの楽しさを体感できるイベント「グローバルラ
ーニングフェスティバル」を初開催しました。バーチャル空間を
使ったフェスティバル会場を開設し、社内外の講師によるオンラ
インライブセッションを実施。世界中から3,000人以上の社員
が参加し、かつてない学びの体験に大きな反響が寄せられまし
た。今後も社員の好奇心と成長を後押しし、サントリーグループ
全体で自ら学ぶ文化を醸成していきます。

*コーナーストーン・ギャラクシー・アワードは、AIを活用した従業員体験・人材育成
プラットフォームのグローバルリーダーであるコーナーストーン社が主催し、タレン
ト・人材育成プログラムに革新的で機敏かつ影響力のあるアプローチを導入してい
る組織をグローバルに表彰するものです。

「サントリー大学」とは、サントリーグループがグローバルに発展して
いくために全社員を対象にした人財育成プログラムの総称です。「サ
ントリアン一人ひとりの可能性を引き出す」「サントリーの文化と企
業理念の醸成」「事業を成功に導くリーダーの育成」という3つの柱
を軸に、様々な学習機会が提供されています。従業員学習に対する
サントリーの先見性のある大局的なアプローチと、ダイナミックで包
括的、かつ未来志向の学習環境づくりへの取り組みが高く評価され、
2024年度コーナーストーン・ギャラクシー・アワード*において、「ワ
ークフォース・アジリティー（組織の即応性）戦略」賞を受賞しました。

Growing for Good を実現するための自己成長
社会に貢献できる人財育成の取り組み

グローバルラーニングフェスティバル

経営戦略 サステナビリティ 事業戦略 CSR 人本主義
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「人」こそが、経営の重要な基盤
創業から続くサントリーの「人本主義」

２代目社長 佐治敬三は、どんな
人財も長い時間をかけて大切に
育てれば素晴らしい力を発揮す
るという強い想いを、ウイスキー
の原酒にたとえたこの言葉で表
わし、人が経営基盤であると考
え、人財育成を促す人本（人的
資本）主義の理念を説きました。
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サントリーの歴史は「挑戦の歴史」です。挑む人の情熱こそが、企業の原動力。
成長の源泉はいつの時代も「人」であり、サントリーグループでは創業以来、
「人」こそがもっとも重要な経営基盤であると考え、人財育成を長期的な視点で捉えてきました。
創業の精神である「やってみなはれ」を全社員共通の価値観として共有、一人ひとりが個性と能力を発揮
し成長を続けられるよう人財への投資を惜しみなく行うことによって、グループ全体の価値を高め、グロ
ーバルに評価される食品酒類総合企業として豊かな生活文化を創造し続けます。

2015年に創設した「有言実行やってみなはれ大賞」は、サントリーグ
ループ全社員を対象に、従来のやり方にとらわれない新しい発想に基
づくチャレンジングな活動を実践したチームを表彰する制度。第10回
を迎えた2024年は世界中から452チームがエントリー。ファイナリス
ト10チームによる最終選考には、国内外から約100名が参加する過
去最大規模の開催となりました。

自ら旗を揚げ、新たな発想で挑戦する活動を評価
「有言実行やってみなはれ大賞」

創業以来の精神を新たな価値創造につなげる一大イベント

2025-2026CORPORATE COMMUNICATION BOOK
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一人ひとりがイキイキと
働ける環境づくり
サントリーグループは、性別や国籍、年齢にとらわれず、多様な
人財と価値観を積極的に取り入れ、公平性を重視することで、
新たな価値を創造し続けることを目指しています。 誰もがサン
トリー社員としての自覚と誇りを持ち、自身の能力を存分に発揮
し、自分らしくイキイキと働ける職場風土を醸成します。 また、
多様な個性や視点、強みをチーム力として活かし、様々な観点
を取り入れて、お客様へより良い製品・サービスを提供できるよ
う努めています。加えて、新たなイノベーションを生み出すために
は、社員とその家族の心身の健康も必要不可欠と考え、健康経
営を推進。「人間の生命（いのち）の輝きをめざし」、商品を通じ
て、人間らしい豊かな暮らしと人々の健康に貢献しています。 サントリーグループはLGBTQ+に関

する理解・啓発活動をしています。
国内においては相談窓口の設置、
LGBTQ+当事者とALLY（アライ・良
き理解者）のためのハンドブックの作
成などを行っています。これらの取り
組みは社会的にも高く評価され、企
業団体におけるLGBTQ＋などの性
的マイノリティに関する取り組みの評
価指標「PRIDE 指標2024」におい
て、2017年から8年連続で最高評価
の「ゴールド」を受賞しています。

サントリーホールディングスは厚生労
働省から女性の活躍推進が進んでい
る企業としての認定「えるぼし」（3段
階目）と、子育てサポート企業として
の最高認定「プラチナくるみん」を獲
得しています。育児休業の取得促進
や、育児と仕事の両立を支援する制
度の充実などにより、社員が安心して
働くことができる環境を整えています。

全国のサントリーグループ各社から様々な業務を受託している「コラボ
レイティブセンター」では、知的障がいのある社員たちがバックオフィ
スの戦力として活躍。また、12月3日の「国際障がい者デー」には社員
向けに学びコンテンツを提供し、理解促進と啓発に取り組んでいます。 

サントリーは、日本経済新聞
社がまとめた2024年の「ス
マートワーク経営調査」にお
いて、7年連続となる最上位
の★５つの評価を獲得。分野
別評価では「人材活用力」と

「市場開拓力」が最高水準の
「S++」を達成。 経済産業
省と日本健康会議が共同で実
施する「健康経営優良法人（大
規模法人部門）～ホワイト
500 ～」にも、2017年以降9
年連続で認定されています。

健康経営×サステナビリティの世界的イベント
「One Suntory Walk」

参加者が一体となって健康意識を高め、運動習慣を身につけることができ
る全社員を対象にした１ヶ月間のウォーキングイベント。参加者数に応じ
て、サステナビリティ活動に取り組む団体に寄付する仕組みになっています。

経営戦略 サステナビリティ 事業戦略 CSR 人本主義
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日本発のグローバル企業を実現する
人財育成と成長機会

国内外全てのマネジャーが“サントリーらしい”リーダーシップを発揮で
きるようになるための、グローバル共通のマネジャー育成プログラムで
す。自分のペースで学べるオンライン形式と他者と学びを共有できる
対面式トレーニングのハイブリッド型で、Eラーニングやビデオ・音声
学習、バーチャルセッション、受講者同士のコーチング、実践演習など
を組み合わせて、地理的制約やワークスタイルの違いに関係なく、一
人ひとりに最適な学習体験を提供します。

国内外の課長層を対象とした研修。将来のグローバル経営人財を継続
的に輩出することを目的とし、マインドセットからサステナビリティなどの
重要課題までをサントリーリーダーシップ考動項目に紐付けながら学ぶ
ことで、グローバル経営におけるリーダーシップのあり方について深く体
得していくプログラムです。

国内外のシニアリーダー層を対象とした研修。国境を越えた真の
“GLOBAL ONE SUNTORY” を実現し、世界マーケットで戦い抜く体制
を強化するために「ハーバード・ビジネス・ スクール」と提携して開発し
たサントリーオリジナルのプログラムです。

GLOBAL LEADERSHIP DEVELOPMENT 
PROGRAM

Suntory Leadership Program 
at Harvard Business School

COMPASS
（Suntory Leadership Fundamentals Program）

サントリーグループが日本発のグローバル企業としての存在感を高め、「ONE SUNTORY」をさらに推進していくためには、
創業時から大切にしてきた「人」に対する価値観を、国内外のグループで働くすべての社員に広く伝えていく必要があります。
サントリーグループは、グローバル経営人財の継続的な育成を目的に多様な成長機会を提供。グループ全体の企業理念の理
解・浸透を図りながら、社外／国内外／異業種との接点を多彩に組み込んだ様々なプログラムを展開しています。

国内外の部長層を対象とした研修。事業の枠を超えてサントリーグル
ープ全体を牽引するグローバルリーダーを育成することを目的とし、ア
メリカ・ペンシルバニア大学の経営大学院「ウォートン・ビジネス・ス
クール」と共同開発したプログラムです。

Beyond Borders

2025-2026CORPORATE COMMUNICATION BOOK
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ONE SUNTORY  One Family

265
グループ企業数

社

41,357
従業員数

人

34% 55%

11%

日 本

14,797億円

65社 19,820人

米 州

5,316億円

51社 7,501人

2024年12月31日現在

30,797
連結売上収益（酒税控除後）

億円

飲料・食品（清涼飲料、健康飲料、他）

酒類（スピリッツ、ビール類、ワイン、他）

その他（健康食品、外食、花、他）

40 41

サントリーグループは創業以来、チャレンジ精神あふれる挑戦を続け、日本発
のグローバル企業へと成長してきました。それぞれのエリアや事業で活躍し、
思いを一つにする社員が4万人を超え、企業数265社となったこれからも、サ
ントリーグループは世界中のお客様を感動させる新たな価値創造により一層
努めながら、未来を創っていきます。

ONE SUNTORY  One Family

サントリーの未来を創る
グローバルな挑戦と新たな価値創造

3,289
連結営業利益

億円

65社

アジア・
オセアニア

6,017億円

66社 9,139人

欧 州

4,668億円

83社 4,897人

連結売上収益／連結営業利益（億円）

連結売上収益（酒税込み）

連結営業利益

連結売上収益（酒税控除後）

※2017年12月から
国際会計基準（IFRS）を適用しています

2022 2024
（予想）

20252021 2023

25,592

22,857

2,475

29,701

2,765

26,588

32,851

29,521

3,172

34,179

30,797

3,289

35,600

32,100

3,100

CORPORATE COMMUNICATION BOOK 2025-2026
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https://www.suntory.co.jp/


